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陸上部の警固断層主要部の高解像度 DEM を用いた地形陰影図と地形断面作成位置  

（３．１－１参照） 

 

 

断層を横切る地形断面図を作成したところ、数カ所で沖積面および段丘面に比高 1～2m の

低崖が確認された（ピンクの太線）。これらのいくつかは浸食崖や人工の可能性もあるが、

那珂川付近では浸食崖で説明しにくい微高地が認められる。 
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警固断層周辺地震観測網の完成 （３．２－１参照） 

 

 

警固断層周辺の地震観測点分布．吹き出し中の数字はボーリング孔深度。福岡県西方沖地

震断層と警固断層との関係を知る上で重要な、博多湾周辺の稠密地震観測網が完成した。

また、警固断層についても、サブテーマ２－３による地震観測点設置によって、断層全体

を至近距離から観測する態勢が整った。 
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重力異常図 （３．２－２参照） 

 

福岡市とその周辺地域の既存データ及び平成 23 年度の調査結果から得られた重力異常２

次傾向面残差図（平成 23 年度の調査地域を拡大）。赤枠の範囲は、西区長垂から城南区荒

江にかけての東西方向の重力異常の急傾斜部。黄色の枠内は、西北西－東南東方向に連続

する基盤の凹地。 
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地震活動検知能力と 3 次元速度構造（３．２－３参照） 

 

 

小郡三沢高感度地震観測施設（b 図中の白丸）による微小地震検知率の向上の様子。黒点

は、既存定常観測点の位置、青線は活断層の概略位置を表す。 

 

P 波速度  S 波速度      VP/VS 

 

 

深さ 10km および 15km における地震波速度構造（水平分解能 20km）。P 波速度は、福岡

県西方沖地震の余震列の南西側が低速度だが S 波速度の変化は小さい。一方、警固断層

帯南東部の速度構造は中庸となっている。 
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大野城市上大利測線における地中レーダー探査結果（上）とその解釈図（下） 

（３．３－１参照） 

 

 
 

 

トレンチ調査等により地質構造がわかっている箇所を中心として、地中レーダー探査を実

施した。その結果、断層面が明瞭にイメージングされていることが明らかとなった。探査

を断層走向方向に展開することにより、断層通過位置を高精度で把握できる。
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日向峠−小笠木峠断層とその周辺断層（帯）の位置関係と活動度（３．３－２参照） 

 

日向峠−小笠木峠断層とその周辺断層（帯）の位置関係。日向峠—小笠木峠断層の詳細な通

過位置、長さのほか、鉛直方向の活動度（脇山）（次図）が判明した。その北西延長上に

既知の糸島半島沖断層群・前原断層が直線的に並ぶ。日向峠−小笠木峠断層と前原断層間の

地域で断層群の存在を新たに想定。1898 年の糸島地震のほか、1929 年と 1930 年に起こっ

たやや大きな地震の震央（白丸）の修正位置はこれらの断層群に調和的に分布している。 

 

L1 面の変位に基づく断層の鉛直方向の平均変位速度の算出。グラフは脇山での L1 面の地

形断面と垂直変位。L1 面の形成が 8.5 万年前とし、その後の垂直変位の累積量が 3.5ｍと

して計算すると 4cm/1000 年となり、日向峠−小笠木峠断層の活動度は C 級と推定される。 
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微動アレイ探査による浅部Ｓ波速度構造 （３．４－１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡平野中心部での微動アレイ探査結果をもとに HKT（博多）を中心に１次元Ｓ波速度

構造を並べたもの。数値は、Ｓ波速度(Vs)値とその層厚。福岡平野（盆地）の堆積層構造

は、非常に狭い範囲で複雑な形状をしていることが推定される。 




